
新様式 旧様式

様式番号 様式－１ 様式名称 現場代理人等通知書

・旧様式は当初指定通知と変更通知を兼ね、該当する方を選択する形式であるが、統一化後の新様式では当初指定通知のみを対象とする
・新様式では、旧様式で定めていた「工事場所」欄を削除

統一化の
ポイント

・当初指定時のみ対象
・変更時は、様式-1(3)を使用

・変更を二重線で見え消しで使用

・技術者の氏名を記入
（職・資格の記入は不要）

・専門技術者については、それ
ぞれの技術者毎に管理の対象
となる建設工事の種類名を
（ ）書きする



新様式 旧様式

市様式なし

（自由様式）

・工事経歴は、過去２年程度を記入する。特に監理技術者の場
合で、建設業法第15条第2項ロ（2年以上指導監督的な実務の
経験）に該当する場合は、その経歴を記入する。

現場代理人等
・現場代理人
・監理(主任)技術者
・監理技術者補佐
・専門技術者

・別途資格等証明書の写しを添付する。
・監理技術者は、別途監理技術者資格者証の
写しを添付する。

様式番号 様式－１（２） 様式名称 経歴書

・旧様式は様式の定めがなく各受注者が自由様式を使用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント



新様式 旧様式

様式番号 様式－１（３） 様式名称 現場代理人等変更通知書

・旧様式は当初指定通知と変更通知を兼ね、該当する方を選択する形式であるが、統一化後の新様式では変更通知のみを対象とする
（統一化後の当初の指定通知書は、様式－１を使用）

統一化の
ポイント

・変更時のみが対象
・当初時は、様式-1を使用

・変更を二重線で見え消しで使用



新様式 旧様式

・「数量」の表記を「因数」に変更
（記入内容に変更はなし）

様式番号 様式－２ 様式名称 請負代金内訳書

・旧様式は「工種・種別」を同一の欄に記入するが、新様式では「工種」と「種別」をそれぞれ別欄に分けて記入する
・新様式では、現場労働者に関する健康保険、厚生年金保険及び雇用保険の法定の事業主負担額を記載する

統一化の
ポイント

・工種、種別を別欄に分けて記入
（記入例）
工種欄：道路改良
種別欄：道路土工

・現場労働者に関する各種保険の法定の
事業主負担額を追記



新様式 旧様式

工事概要は最小として
工事場所、請負金額の記入
は不要

様式番号 様式－３（１） 様式名称 工程表

・新様式では、当初の工程表のみを対象とする（統一化後の変更工程表は、様式－３（２）を使用）
・旧様式は、工事概要の記載が多いが、新様式では工事概要の記載を最少として工程を主体とした様式とする
・新様式では、旧様式で定めていた「工事場所」、「請負代金額」、「数量」欄を削除

統一化の
ポイント

・数量は不要
・工種は、旧様式と同様記入

・当初の工程表のみ使用
・変更時は、様式-3(2)を使用



新様式 旧様式

様式番号 様式－３（２） 様式名称 変更工程表

・新様式では、変更工程表のみを対象とする。（統一化後の当初の工程表は別紙）
・旧様式は、工事概要の記載が多いが、新様式では工事概要の記載を最少として工程を主体とした様式とする。
・新様式では、旧様式で定めていた「工事場所」、「請負代金額」、「数量」欄を削除

統一化の
ポイント

工事概要は最小として
工事場所、請負金額の記入
は不要

・数量は不要
・工種は、旧様式と同様記入

・変更工程表のみ使用
・当初の工程表は、様式-3(1)を使用

・変更時は、該当部分下段に赤字で記入



新様式 旧様式

市様式なし

（自由様式）

【電子申請方式】の場合使用

様式番号 様式－４ 様式名称 掛金収納書（電子申請方式）

・旧様式は、様式の定めがなく各受注者が自由様式を採用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント



新様式 旧様式

市様式なし

（自由様式）

【証紙貼付方式】の場合使用

様式番号 様式－４ 様式名称 掛金収納書提出用台紙

・旧様式は、様式の定めがなく各受注者が自由様式を採用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント

掛金収納書を台紙に貼り付ける

購入する共済証紙の算定根
拠について１～４から選択

工事に従事する建退共対象労
働者の就労日数の和を記入

工事に従事する全労働者のうち、
建退共対象労働者の割合

純工事費・工事種別に応じた購
入率を記入



新様式 旧様式

・（ ）に請求書の
種類を選んで使用

様式番号 様式－５（１） 様式名称 請求書

・旧様式は、「前払金請求書」、「部分払請求書」、「請負代金請求書」を別々に定めているが、新様式では請求書を１つとして（ ）
に請求の種類を記載する

・新様式では、部分払いの場合は様式－５（２）、債務の場合は様式－５（３）、指定部分払いの場合は様式－５（４）の請求内訳書を添付
する。

統一化の
ポイント

・請求別に様式を使い分け



新様式 旧様式

部分払金請求書の様式で完結するため

内訳書の添付なし

様式番号 様式－５（２） 様式名称 請求内訳書（部分払の場合）

・新様式で、部分払を請求する場合は様式－５（２）の請求内訳書を添付する統一化の
ポイント



新様式 旧様式

部分払金請求書の様式で完結するため

内訳書の添付なし

様式番号 様式－５（３） 様式名称 請求内訳書（債務の場合）

・新様式で、債務を請求する場合は様式－５（３）の請求内訳書を添付する統一化の
ポイント



新様式 旧様式

部分払金請求書の様式で完結するため

内訳書の添付なし

様式番号 様式－５（４） 様式名称 請求内訳書（指定部分払の場合）

・新様式で、指定部分払を請求する場合は様式－５（４）の請求内訳書を添付する統一化の
ポイント



新様式 旧様式

様式番号 様式－６（１） 様式名称 ＶＥ提案書

・新統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－６（２） 様式名称 ＶＥ提案書

・新統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－６（３） 様式名称 ＶＥ提案書

・新統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－６（４） 様式名称 ＶＥ提案書

・新統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

・「通知」、「報告」、「その他」の項目を追加
「通知」→受発注者間で、工事の施行に関する事項について、

書面により互いに知らせること
「報告」→受注者が監督員に対して、工事の状況または結果

(事故、苦情、施工中の異常発見等)について書面
をもって知らせること

・決裁欄は必要に応じて修正して使用する

様式番号 様式－９ 様式名称 工事打合せ簿

・新様式では、「通知」、「報告」が追加された
・新様式では、旧様式で定めていた「受注者名」、「路線河川名」、「工事場所」欄を削除

統一化の
ポイント

・各項目を選択する



新様式 旧様式

・確認方法には、
「臨場」、「遠隔臨場」、
「書面確認」等記載する

・合格数量のみ記載する

様式番号 様式－１０ 様式名称 材料確認書

・旧様式では合格数量・不合格数量を記載していたが、新様式では合格数量のみ記載する
・新様式では、旧様式で定めていた「受注者 氏名」欄を削除

統一化の
ポイント



新様式 旧様式

市様式なし

（群馬県様式準用）

【施工予定表】
・予定時期を記載し、監督員へ
提出する（受注者）

【通知書】
・予定日を記載し、受注者へ
提出する（監督員）

【確認書】
・段階確認後、監督員氏名を記載し、
受注者へ提出する（監督員）

様式番号 様式－１１ 様式名称 材料確認書

・旧様式は受注者が段階確認後に監督員へ提出するものであるが、統一化後の新様式では受注者が段階確認前に段階確認の予定を監督員に提
出する（段階確認をもれなく実施していることを受発注者で共有できることが目的）

統一化の
ポイント



新様式 旧様式

様式番号 様式－１３ 様式名称 事故速報

・どちらの様式も事故速報・事故報告書を兼ねる
・旧様式と新様式で様式のレイアウトが若干変更しているものの、記入内容に大きな違いなし

統一化の
ポイント

・発注者側の決裁欄として使用



新様式 旧様式

様式番号 様式－１４ 様式名称 工事履行報告書

・旧様式は中間前払を請求する月までの工種ごとの実施工程を記載していたが新様式では工種毎の割合の記載は不要としている
・新様式では、旧様式で定めていた「工事場所」、「受注者住所・氏名」、「請負代金」欄を削除

統一化の
ポイント

・予定工程は、工期末まで
記載する

・中間前払金を請求する月
までの実施工程を記載す
る（実施工程％の根拠資
料は添付不要）



新様式 旧様式

様式番号 様式－１５ 様式名称 認定請求書

・新様式では、履行報告書を添付し発注者側へ提出する（工事工程報告の提出は不要）
・新様式では、旧様式で定めていた「摘要」欄を削除

統一化の
ポイント



新様式 旧様式

様式番号 様式－１６ 様式名称 指定部分完成通知書

・旧様式は様式の定めがなく「完成通知書」を準用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント

工事完成通知書準用



新様式 旧様式

工事完成引渡書を準用

様式番号 様式－１７ 様式名称 指定部分引渡書

・旧様式は様式の定めがなく「完成引渡書」を準用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント



新様式 旧様式

市様式なし

（自由様式）

様式番号 様式－１８ 様式名称 工事出来高内訳書

・旧様式は様式の定めがなく各受注者が自由様式を使用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント



新様式 旧様式

様式番号 様式－１９ 様式名称 請負工事既設部分検査請求書

・新様式では、旧様式で定めていた「部分払いの請求回数」欄を削除統一化の
ポイント



新様式 旧様式

市様式なし

（自由様式）

様式番号 様式－２１ 様式名称 補修完了届

・旧様式は様式の定めがなく各受注者が自由様式を使用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント



新様式 旧様式

市様式なし

（自由様式）

様式番号 様式－２２ 様式名称 部分使用承諾書

・旧様式は様式の定めがなく各受注者が自由様式を使用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント



新様式 旧様式

様式番号 様式－２３ 様式名称 工期延期届

・新様式では、旧様式で定めていた「延期を申請する完成期日」に変え、「延長工期」を記入
・新様式では、旧様式で定めていた「受注者住所・氏名」、「工事場所」、「請負代金額」、「延期を要する日数」欄を削除

統一化の
ポイント

・延期後の工期を記入

・延期を申請する完成期日を記入



新様式 旧様式

様式番号 様式－２４ 様式名称 支給品受領書

・旧様式は様式の定めがなく各受注者が自由様式を使用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－２５ 様式名称 支給品精算書

・新様式では旧様式に対して監督員の確認欄を追加統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－２６ 様式名称 建設機械使用実績報告書

・旧様式と新様式で違いなし（建設工事用建設機械無償貸付仕様書で定める様式）統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－２７ 様式名称 建設機械借用・返納書

・旧様式は様式の定めがなく各受注者が自由様式を使用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－２８ 様式名称 現場発生品調書

・旧様式と新様式で様式のレイアウトが若干変更しているものの、記入内容に大きな違いなし統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－２９ 様式名称 完成通知書

・旧様式と新様式で若干の変更はあるものの、記入内容に大きな違いなし
・新様式では、旧様式で定めていた「工事場所」欄を削除

統一化の
ポイント



新様式 旧様式

様式番号 様式－３０ 様式名称 引渡書

・新様式では、旧様式で定めていた「工事場所」、「工期」、「工事完成年月日」欄を削除統一化の
ポイント

・工期の記入は不要

・工期を記入



新様式 旧様式

様式番号 様式－３１ 様式名称 出来形管理図表

・旧様式は様式の定めがなく各受注者が自由様式を使用しているが、統一化により新様式を定める
・統一化後も新様式だけでなく、従来どおり自由様式での提出も可とする

統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－３２ 様式名称 品質管理図表

・旧様式は様式の定めがなく各受注者が自由様式を使用しているが、統一化により新様式を定める
・統一化後も新様式だけでなく、従来どおり自由様式での提出も可とする

統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－３４（１） 様式名称 創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

・旧様式では工夫事項について自由記載であったが、新様式では記載例を明示統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）



新様式 旧様式

様式番号 様式－３４（２） 様式名称 創意工夫・社会性等に関する実施状況（説明資料）

・旧様式は様式の定めがなく各受注者が自由様式を使用しているが、統一化により新様式を定める統一化の
ポイント

市様式なし

（自由様式）


